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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次 第27期中 第28期中 第29期中 第27期 第28期

会計期間

自 平成22年
　 ４月１日
至 平成22年
　 ９月30日

自 平成23年
　 ４月１日
至 平成23年
　 ９月30日

自 平成24年
　 ４月１日
至 平成24年
　 ９月30日

自 平成22年
　 ４月１日
至 平成23年
　 ３月31日

自 平成23年
　 ４月１日
至 平成24年
　 ３月31日

売上高 (千円) 8,886,9229,533,5398,661,82017,702,03318,550,234

経常利益 (千円) 653,139821,906761,7501,307,2661,684,670

中間(当期)純利益 (千円) 352,404482,623464,289696,247933,480

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 4,500,0004,500,0004,500,0004,500,0004,500,000

発行済株式総数 (株) 90,427 90,427 90,427 90,427 90,427

純資産額 (千円) 15,982,13716,672,96417,452,46916,325,98017,123,820

総資産額 (千円) 23,180,47123,213,71930,477,56322,583,80925,784,848

１株当たり純資産額 (円) 176,740.77184,380.37193,000.64180,543.21189,366.24

１株当たり中間(当期)純利益
金額

(円) 3,897.115,337.175,134.417,699.5510,323.03

潜在株式調整後１株当たり中間
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─ 1,500.001,500.00

自己資本比率 (％) 68.9 71.8 57.3 72.3 66.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,116,7302,793,7831,590,7003,987,0063,446,847

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,883,749543,232△397,4991,775,469△181,015

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,494,837△434,642△586,930△3,789,016△922,081

現金及び現金同等物
の中間期末(期末)残高

(千円) 2,222,9326,593,1226,640,7713,690,7496,034,500

従業員数 (人) 209 217 220 210 212

(注)１　当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　上記の従業員数には、受入出向者が含まれております。

５　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

平成24年９月30日現在

従業員数(人) 220

(注)　従業員数は、就業人員(社外から当社への出向者を含む)であります。

　

(2) 労働組合の状況

労働組合は、結成されておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

　東日本大震災と原発事故による甚大な被害は、いまだ国内の社会・経済に深刻な影響を残しています。

さらに欧州の財政・金融危機を背景とする国際経済の収縮・混迷や円高等が加わり、地域の中小企業を

取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いています。そうした状況のなか、地域経済の再生に向けた信

用金庫の一層積極的な取り組みが期待されています。

　当社は、信用金庫業界のシステム中枢センターとして、全国の信用金庫が地域金融機関に求められる機

能を十分に発揮していくための安全かつ適切なシステムサービスを提供するとともに、業界全体におけ

るシステムの効率性とシステムコストの削減に努めてまいりました。

　具体的には、上半期において５月にＩＣキャッシュカードの基本形移行対応を完了させ、９月より業界

インターネットバンキングシステム統合の段階移行を開始しました。

　下半期においては、引き続き業界インターネットバンキングシステム統合の段階移行を行い、来年２月

にはすべて完了させるとともに、サービス開始が延期となっている電子記録債権システムの稼働準備対

応等を行います。

　これらの事業活動の結果、当中間会計期間における売上高は前年同期比871,718千円減の8,661,820千

円、経常利益は前年同期比60,155千円減の761,750千円、中間純利益は前年同期比18,334千円減の464,289

千円を計上いたしました。

　

(2) キャッシュ・フロー

当中間会計期間のキャッシュ・フローについては、前年同期と比べ、営業活動により1,203,083千円減

少し、投資活動により940,731千円減少し、財務活動により152,287千円減少し、この結果、現金及び現金同

等物は47,648千円の増加となり、当中間会計期間末残高は6,640,771千円となりました。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社は、全国の信用金庫の情報データ中継センターとして、コンピュータによる情報の処理及び提供を

行っておりますので、受注残及び処理残はありません。

従いまして、販売実績と生産実績が同額となりますので、生産実績につきましては記載を省略しており

ます。

　
(2) 受注実績

受注方式はとっておりません。

　
(3) 販売実績

当中間会計期間における販売実績をサービスの内容別に示すと、次のとおりであります。
　

内容別 販売高(千円) 前年同期比(％)

コンピュータサービス収益 　 　

全国信用金庫データ通信システムサービスに係る利用料金 1,015,040 7.2

CDオンライン提携システムサービスに係る利用料金 1,556,059 1.2

しんきん共同自動通知システムサービスに係る利用料金 1,261,615 △4.0

しんきんデータ伝送システムサービスに係る利用料金 601,798 11.7

しんきん個人信用情報システムサービスに係る利用料金 27,480 △0.2

(社)しんきん保証基金業務受託に係る収益 624,991 △64.5

しんきんATMキャッシングシステムに係る利用料金 69,369 △1.7

信用金庫REの運営・管理収益 205,030 8.6

外国為替の運営・管理収益 84,094 △10.5

Face To Faceの運営・管理収益 240,078 3.3

共同センターバックアップシステムの運営・管理収益 22,680 △39.6

投信窓販の運営・管理収益 680,289 △2.5

デビットカードシステムサービスに係る利用料金 97,240 △1.2

確定拠出年金システムサービスに係る利用料金 121,132 1.3

しんきんインターネットバンキングシステムサービスに係る
利用料金

1,534,208 4.0

マルチペイメントネットワークシステムサービスに係る利用
料金

88,262 2.6

その他システム開発サービス等収益 432,448 41.9

合計 8,661,820 △9.1

(注) １  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。
　

相手先

前中間会計期間 当中間会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

(社)しんきん保証基金 1,764,258 18.5 ― ―

(注)　当中間会計期間の(社)しんきん保証基金については、当該割合が100分の10未満のため記載を省略して

おります。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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３ 【対処すべき課題】

当中間会計期間において当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

　

４ 【事業等のリスク】

当中間会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

５ 【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、株式会社エヌ・ティ・ティ・データとの間でインターネットバンキング系シ

ステム用コンピュータ１セットの賃借契約をしております。

　

　

６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。

　

　

７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態の分析

当中間会計期間末の総資産は、前事業年度末比4,692,715千円増加し、30,477,563千円となりました。流

動資産は同1,562,561千円減少の9,140,769千円、固定資産は同6,255,276千円増加の21,336,794千円とな

りました。

流動資産減少の主な要因は前渡金の減少、固定資産増加の主な要因はリース資産の増加によるもので

す。

当中間会計期間末の総負債は、前事業年度末比4,364,066千円増加し、13,025,094千円となりました。流

動負債は同3,550,401千円増加の7,170,347千円、固定負債は同813,664千円増加の5,854,746千円となり

ました。

流動負債および固定負債の増加の主な要因はリース債務の増加によるものです。

当中間会計期間末の純資産は、中間純利益464,289千円を計上する一方で配当金135,640千円の支払い

を実施したことにより、前事業年度末比328,648千円増加の17,452,469千円となりました。

　

(2) 経営成績の分析

売上高は、(社)しんきん保証基金のシステム開発受託料が減少したこと等により、前年同期比871,718

千円減少の8,661,820千円となりました。

営業費用は、業務委託費等の減少等により、同823,468千円減少の7,851,132千円となりました。

営業外収益は定期預金等の受入利息等により、9,966千円を計上しましたが、営業外費用はリース支払

利息により、58,904千円を計上しました。

以上の結果、経常利益は同60,155千円減少の761,750千円となり、法人税、住民税及び事業税や法人税等

調整額を計上した結果、中間純利益は同18,334千円減少の464,289千円となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当中間会計期間における現金及び現金同等物は、6,640,771千円と前年同期と比べ47,648千円の増加と

なりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前中間純利益が761,750千円と前年同期と比べ59,905千円

減少し、また、法人税等の支払が増加したこと等により、前年同期と比べ1,203,083千円減少し、1,590,700

千円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻しによる収入が減少したこと等により、前年同

期と比べ940,731千円減少の△397,499千円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、リース債務の返済による支出が増加したことにより、前年同期

と比べ152,287千円減少の△586,930千円となりました。
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第３ 【設備の状況】

１ 【主要な設備の状況】

当中間会計期間に以下の主要な設備を取得しました。

　

事業所名
(所在地)

賃借設備 帳簿価額(千円)
従業員数
(人)電気計算機及び

ソフトウエア
建物

工具、器具
及び備品

ソフト
ウエア

リース資産 合計
　

厚木センター
(神奈川県厚木市)

インターネットバンキング系
システム用
コンピュータ１セット

700 20,548122,7984,924,2185,068,264 ―

(注)　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

２ 【設備の新設、除却等の計画】

当中間会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあ

りません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 240,000

計 240,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年12月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 90,427 90,427 非上場
単元株制度を採用しておりま
せん。

計 90,427 90,427 ― ―

（注）当社の株式を譲渡するときは、定款第８条の規定により取締役会の承認が必要となります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年９月30日 ― 90,427― 4,500,000― 1,500,000
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(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

信金中央金庫 東京都中央区八重洲1丁目3番7号 45,906 50.77

京都中央信用金庫
京都府京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町
91番地

2,010 2.22

城北信用金庫 東京都荒川区荒川3丁目79番7号 1,228 1.36

城南信用金庫 東京都品川区西五反田7丁目2番3号 1,101 1.22

東京東信用金庫 東京都墨田区東向島2丁目36番10号 876 0.97

京都信用金庫
京都府京都市下京区四条通柳馬場東入立売東
町7番地

843 0.93

大阪信用金庫 大阪府大阪市天王寺区上本町8丁目9番14号 838 0.93

岐阜信用金庫 岐阜県岐阜市神田町6丁目11番地 832 0.92

岡崎信用金庫 愛知県岡崎市菅生町字元菅41番地 787 0.87

尼崎信用金庫 兵庫県尼崎市開明町3丁目30番地 778 0.86

計 ― 55,199 61.04

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ─ ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　90,427 90,427 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 90,427 ― ―

総株主の議決権 ― 90,427 ―
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② 【自己株式等】

　該当事項はありません。

　

２ 【株価の推移】

当社株式は非上場でありますので、該当事項はありません。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

　退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 ― 斉 藤 昭 雄 平成24年７月31日
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第５ 【経理の状況】

１　中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令

第38号)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間(平成24年４月１日から平成24

年９月30日まで)の中間財務諸表について、新日本有限責任監査法人による中間監査を受けております。

　

３　中間連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。

　

　

　

１ 【中間連結財務諸表等】

(1) 【中間連結財務諸表】

該当事項はありません。

　

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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２【中間財務諸表等】
(1)【中間財務諸表】
①【中間貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当中間会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,134,500 6,640,771

営業未収入金 1,497,649 1,509,137

一年以内に償還予定の関係会社社債 300,000 400,000

たな卸資産 22,168 23,398

前渡金 2,500,000 －

前払費用 111,750 149,602

繰延税金資産 118,618 121,177

その他 18,642 296,681

流動資産合計 10,703,330 9,140,769

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品（純額） 255,088 204,245

リース資産（純額） 2,990,883 5,079,759

その他（純額） 172,559 448,586

有形固定資産合計 ※1
 3,418,531

※1
 5,732,591

無形固定資産

ソフトウエア 2,350,932 2,007,276

リース資産 5,529,792 9,057,056

ソフトウエア仮勘定 ※2
 446,852

※2
 1,182,420

その他 110,895 110,647

無形固定資産合計 8,438,473 12,357,401

投資その他の資産

関係会社社債 1,600,000 1,600,000

長期前払費用 215,709 188,609

繰延税金資産 338,839 388,699

長期預金 900,000 900,000

その他 169,963 169,491

投資その他の資産合計 3,224,512 3,246,801

固定資産合計 15,081,517 21,336,794

資産合計 25,784,848 30,477,563
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当中間会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 1,710,035 1,585,889

リース債務 829,558 4,901,502

未払金 6,606 2,980

未払法人税等 618,730 365,055

賞与引当金 186,971 236,045

その他 268,043 78,874

流動負債合計 3,619,945 7,170,347

固定負債

リース債務 4,370,791 5,166,363

退職給付引当金 561,474 586,190

役員退職慰労引当金 79,575 73,600

資産除去債務 29,241 28,593

固定負債合計 5,041,081 5,854,746

負債合計 8,661,027 13,025,094

純資産の部

株主資本

資本金 4,500,000 4,500,000

資本剰余金

資本準備金 1,500,000 1,500,000

資本剰余金合計 1,500,000 1,500,000

利益剰余金

利益準備金 90,000 90,000

その他利益剰余金

別途積立金 8,500,000 9,000,000

繰越利益剰余金 2,533,820 2,362,469

利益剰余金合計 11,123,820 11,452,469

株主資本合計 17,123,820 17,452,469

純資産合計 17,123,820 17,452,469

負債純資産合計 25,784,848 30,477,563
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②【中間損益計算書】
(単位：千円)

前中間会計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

営業収益 9,533,539 8,661,820

営業費用 8,674,600 7,851,132

営業利益 858,938 810,688

営業外収益 ※1
 14,451

※1
 9,966

営業外費用 ※2
 51,484

※2
 58,904

経常利益 821,906 761,750

特別損失 ※3
 250 －

税引前中間純利益 821,656 761,750

法人税、住民税及び事業税 452,827 349,881

法人税等調整額 △113,795 △52,419

法人税等合計 339,032 297,461

中間純利益 482,623 464,289

EDINET提出書類

株式会社しんきん情報システムセンター(E04792)

半期報告書

15/36



③【中間株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前中間会計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

株主資本

資本金

当期首残高 4,500,000 4,500,000

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 4,500,000 4,500,000

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 1,500,000 1,500,000

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 1,500,000 1,500,000

利益剰余金

利益準備金

当期首残高 90,000 90,000

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 90,000 90,000

その他利益剰余金

別途積立金

当期首残高 8,500,000 8,500,000

当中間期変動額

別途積立金の積立 － 500,000

当中間期変動額合計 － 500,000

当中間期末残高 8,500,000 9,000,000

繰越利益剰余金

当期首残高 1,735,980 2,533,820

当中間期変動額

剰余金の配当 △135,640 △135,640

別途積立金の積立 － △500,000

中間純利益 482,623 464,289

当中間期変動額合計 346,983 △171,351

当中間期末残高 2,082,964 2,362,469
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(単位：千円)

前中間会計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

利益剰余金合計

当期首残高 10,325,980 11,123,820

当中間期変動額

剰余金の配当 △135,640 △135,640

別途積立金の積立 － －

中間純利益 482,623 464,289

当中間期変動額合計 346,983 328,648

当中間期末残高 10,672,964 11,452,469

株主資本合計

当期首残高 16,325,980 17,123,820

当中間期変動額

剰余金の配当 △135,640 △135,640

中間純利益 482,623 464,289

当中間期変動額合計 346,983 328,648

当中間期末残高 16,672,964 17,452,469

純資産合計

当期首残高 16,325,980 17,123,820

当中間期変動額

剰余金の配当 △135,640 △135,640

中間純利益 482,623 464,289

当中間期変動額合計 346,983 328,648

当中間期末残高 16,672,964 17,452,469
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前中間会計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 821,656 761,750

減価償却費 437,256 439,196

ソフトウエア償却費 1,245,608 1,255,902

長期前払費用償却額 32,155 28,617

退職給付引当金の増減額（△は減少） 28,751 24,716

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,850 △5,975

賞与引当金の増減額（△は減少） 48,689 49,074

受取利息及び受取配当金 △11,327 △9,677

支払利息 51,484 58,547

営業債権の増減額（△は増加） 60,481 △11,487

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,588 △1,230

営業債務の増減額（△は減少） △20,928 △124,145

未払費用の増減額（△は減少） △13,418 14,912

未払又は未収消費税等の増減額 273,926 △121,139

その他の資産の増減額（△は増加） △11,723 △36,237

その他の負債の増減額（△は減少） 10,271 △82,079

小計 2,965,322 2,240,745

利息及び配当金の受取額 19,374 9,325

利息の支払額 △51,484 △58,547

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △139,428 △600,822

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,793,783 1,590,700

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000 －

定期預金の払戻による収入 1,300,000 100,000

貸付金の回収による収入 458 472

有形固定資産の取得による支出 △14,797 △48,351

ソフトウエアの取得による支出 △191,122 △191,308

ソフトウエア仮勘定の取得による支出 △251,179 △169,696

関係会社社債の取得による支出 △200,000 △200,000

関係会社社債の償還による収入 － 100,000

長期前払費用の取得による支出 △127 △1,517

その他の収入 － 12,902

投資活動によるキャッシュ・フロー 543,232 △397,499

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △299,002 △451,289

配当金の支払額 △135,640 △135,640

財務活動によるキャッシュ・フロー △434,642 △586,930

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,902,373 606,270

現金及び現金同等物の期首残高 3,690,749 6,034,500

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1
 6,593,122

※1
 6,640,771
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【重要な会計方針】

１　資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券

満期保有目的の債券

償却原価法(定額法)

　

(2) たな卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

商品及び製品　　　　　 最終仕入原価法

原材料及び貯蔵品　　　　　　 〃

　

２　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。

なお、取得価額100千円以上200千円未満の少額減価償却資産については、一括３年償却の方法により償

却しております。

主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　　　　　　　 ３～15年

器具及び備品　　　　　 ３～20年

　

　（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、当中間会計期間から、平成24年４月１日以降に取得した有形固定資産について

は、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　この変更による損益への影響額は軽微であります。

　
(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

なお、ソフトウエアについては社内における利用可能期間及び顧客との利用契約による契約年数に基

づく定額法により償却しております。

　

(3) 長期前払費用

定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は２～８年であります。

　

(4) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用しております。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前の

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。
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３　引当金の計上基準

(1) 賞与引当金

従業員への賞与支給に備えるため支給見込額のうち当中間会計期間の負担額を計上しております。

　

(2) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当中間会計期間末における退職給付債務に基づき計上しております。

なお、退職給付に係る当中間会計期間末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法によっておりま

す。

　

(3) 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、当社の内規に基づく当中間会計期間末要支給額を計上してお

ります。

　

４  収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準

当中間会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められるソフトウエア受託開発について

は工事進行基準(進捗率の見積りは原価比例法)を、その他のソフトウエア受託開発については工事完成

基準を適用しております。

　

５　中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

中間キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預

金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内

に償還期限の到来する短期投資としております。

　

６　その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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【注記事項】

(中間貸借対照表関係)

※１  資産の金額から直接控除している減価償却累計額の額

　

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当中間会計期間
(平成24年９月30日)

有形固定資産の
減価償却累計額

2,976,521千円 3,340,923千円

　

※２  システム構築に関する開発費については、「研究開発費等に係る会計基準」(企業会計審議会　平成10

年３月13日)及び「研究開発費及びソフトウエアの会計処理に関する実務指針」(日本公認会計士協会　

会計制度委員会報告第12号　平成11年３月31日)に準拠し、今後自社提供するソフトウエアの完成するま

での開発費をソフトウエア仮勘定に計上しております。

　

　３  仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺のうえ、流動資産の「その他」に含めて表示しております。

　

(中間損益計算書関係)

※１  営業外収益の主要項目は、次のとおりであります。

　

　
前中間会計期間

(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

受取利息 3,671千円 1,118千円

有価証券利息 7,656千円 8,558千円

　

※２  営業外費用の主要項目は、次のとおりであります。

　

　
前中間会計期間

(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

支払利息 51,484千円 58,547千円

　

※３  特別損失の主要項目は、次のとおりであります。

　

　
前中間会計期間

(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

災害見舞金 250千円 ―

　

 　４  減価償却実施額は、次のとおりであります。

　

　
前中間会計期間

(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

有形固定資産 436,394千円 438,948千円

無形固定資産 1,246,470千円 1,256,150千円
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(中間株主資本等変動計算書関係)

Ⅰ．前中間会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 90,427 ― ― 90,427

　

２．自己株式に関する事項

該当事項はありません。
　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
　

４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成23年６月21日
定時株主総会

普通株式 135,640 1,500.00平成23年３月31日 平成23年６月21日

　

　(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ．当中間会計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 90,427 ― ― 90,427

　

２．自己株式に関する事項

該当事項はありません。
　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
　

４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成24年６月19日
定時株主総会

普通株式 135,640 1,500.00平成24年３月31日 平成24年６月19日

　

　(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間後となるもの

該当事項はありません。
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(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

　

　
前中間会計期間

(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

現金及び預金 6,893,122千円 6,640,771千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△300,000 〃 ―

現金及び現金同等物 6,593,122千円 6,640,771千円

　

 　２  重要な非資金取引の内容

当中間会計期間に新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産及び債務の額は、次のとおり

であります。

　

　
前中間会計期間

(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

リース資産 58,061千円 4,922,561千円

リース債務 61,246 〃 5,297,982 〃

　

次へ
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(リース取引関係)

１．ファイナンス・リース取引

(借主側)

所有権移転外ファイナンス・リース取引

(1) リース資産の内容

有形固定資産

工具、器具及び備品

無形固定資産

ソフトウエア

　
(2) リース資産の減価償却の方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用しております。

　
リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

(借主側)

(1) リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び中間期末(期末)残高相当額

　
　 (単位：千円)

　

前事業年度
(平成24年３月31日)

取得価額相当額 減価償却累計額相当額 期末残高相当額

工具、器具及び備品 1,206,695 1,089,338 117,356

ソフトウエア 2,459,246 2,215,249 243,997

合計 3,665,942 3,304,588 361,354

　
　 (単位：千円)

　

当中間会計期間
(平成24年９月30日)

取得価額相当額 減価償却累計額相当額 中間期末残高相当額

工具、器具及び備品 398,831 376,829 22,001

ソフトウエア 455,244 403,296 51,948

合計 854,075 780,125 73,949

　
(2) 未経過リース料中間期末(期末)残高相当額

　
(単位：千円)

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当中間会計期間
(平成24年９月30日)

１年以内 367,506 75,709

１年超 17,775 3,055

合計 385,281 78,765
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(3) 支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額
　

(単位：千円)

　
前中間会計期間

(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当中間会計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

支払リース料 361,694 144,733

減価償却費相当額 339,711 135,654

支払利息相当額 7,656 676

　
(4) 減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。

　
(5) 利息相当額の算出方法

リース料総額とリース物件の取得価額相当額の差額を利息相当額とし、各期への配分方法について

は、利息法によっております。
　

　
(金融商品関係)

　
  金融商品の時価等に関する事項

　
中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。

　
前事業年度(平成24年３月31日)

　
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

(1) 現金及び預金 6,133,466 6,133,466 ―

(2) 営業未収入金 1,497,649 1,497,649 ―

(3) 関係会社社債 1,900,000 1,920,020 20,020

(4) 長期預金 900,000 900,720 720

資産計 10,431,116 10,451,856 20,740

(1) 営業未払金 1,710,035 1,710,035 ―

(2) リース債務 5,200,349 5,266,899 66,549

負債計 6,910,384 6,976,934 66,549
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当中間会計期間(平成24年９月30日)

　
中間貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

(1) 現金及び預金 6,640,771 6,640,771 ―

(2) 営業未収入金 1,509,137 1,509,137 ―

(3) 関係会社社債 2,000,000 2,019,110 19,110

(4) 長期預金 900,000 901,080 1,080

資産計 11,049,908 11,070,098 20,190

(1) 営業未払金 1,585,889 1,585,889 ―

(2) リース債務 10,067,866 10,136,966 69,100

負債計 11,653,756 11,722,856 69,100

　
(注１)金融商品の時価の算定方法に関する事項

資  産

(1) 現金及び預金

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(2) 営業未収入金

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(3) 関係会社社債

取引先金融機関から提示された時価に基づき算定しております。

(4) 長期預金

取引先金融機関から提示された時価に基づき算定しております。

負  債

(1) 営業未払金

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(2) リース債務

元利金の合計額を、新規に同様のリース取引を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価

値により算定しております。
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(有価証券関係)

　１．満期保有目的の債券

前事業年度(平成24年３月31日)

区分
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

時価が貸借対照表計上額を
超えるもの

1,800,000 1,820,230 20,230

時価が貸借対照表計上額を
超えないもの

100,000 99,790 △210

合計 1,900,000 1,920,020 20,020

　
当中間会計期間(平成24年９月30日)

区分
中間貸借対照表
計上額(千円)

時価
(千円)

差額
(千円)

時価が中間貸借対照表計上額を
超えるもの

1,900,000 1,919,200 19,200

時価が中間貸借対照表計上額を
超えないもの

100,000 99,910 △90

合計 2,000,000 2,019,110 19,110

　
(デリバティブ取引関係)

　

当社はデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　
(ストック・オプション等関係)

　

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

　

関連会社がないため記載しておりません。
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(企業結合等関係)

　

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

　

当該資産除去債務の総額の増減

　

　
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当中間会計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

期首残高 28,625千円 29,241千円

時の経過による調整額 616 〃 313 〃

資産除去債務の履行による減少額 ― 〃 △962 〃

中間期末(期末)残高 29,241千円 28,593千円

　

(賃貸等不動産関係)

　

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、単一セグメントのため該当事項はありません。

　

【関連情報】

Ⅰ．前中間会計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

１.製品及びサービスごとの情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

　 外部顧客への売上高

ＣＤオンライン提携システムサービスに係る利用料金 1,537,975

しんきん共同自動通知システムサービスに係る利用料金 1,313,937

(社)しんきん保証基金業務受託に係る収益 1,762,844

しんきんインターネットバンキングシステムサービスに係る利用料金 1,474,932

その他 3,443,849

合計 9,533,539

　
２.地域ごとの情報

（１）売上高

本邦以外の外部顧客への売上がないため、地域ごとの売上高の記載を省略しております。

（２）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、地域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

　
３.主要な顧客ごとの情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高

(社)しんきん保証基金 1,764,258
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Ⅱ．当中間会計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

１.製品及びサービスごとの情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

　 外部顧客への売上高

全国信用金庫データ通信システムサービスに係る利用料金 1,015,040

ＣＤオンライン提携システムサービスに係る利用料金 1,556,059

しんきん共同自動通知システムサービスに係る利用料金 1,261,615

しんきんインターネットバンキングシステムサービスに係る利用料金 1,534,208

その他 3,294,897

合計 8,661,820

　
２.地域ごとの情報

（１）売上高

本邦以外の外部顧客への売上がないため、地域ごとの売上高の記載を省略しております。

（２）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、地域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

　
３.主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はあり

ません。

　
【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

　
【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

　
【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)　

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下の

とおりであります。

　

項目
前事業年度

(平成24年３月31日)
当中間会計期間
(平成24年９月30日)

(1) １株当たり純資産額 189,366円24銭 193,000円64銭

(算定上の基礎) 　 　

純資産の部の合計額(千円) 17,123,820 17,452,469

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る中間期末(期末)の純資産額(千円) 17,123,820 17,452,469

普通株式の発行済株式数(株) 90,427 90,427

普通株式の自己株式数(株) ― ―

１株当たり純資産額の算定に用いられた
中間期末(期末)の普通株式の数(株)

90,427 90,427

　

項目
前中間会計期間

(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

(2) １株当たり中間純利益金額 5,337円17銭 5,134円41銭

(算定上の基礎) 　 　

中間純利益金額(千円) 482,623 464,289

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る中間純利益金額(千円) 482,623 464,289

普通株式の期中平均株式数(株) 90,427 90,427

(注)  潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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(2) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の参考情報】

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

　

(1)
有価証券報告書
及びその添付書類

事業年度
(第28期)

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

　
平成24年６月20日
関東財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
　

平成24年12月６日

株式会社　しんきん情報システムセンター

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人 　 　 　
　

指定有限責任社員
公認会計士 奥山　弘幸 ㊞

　
業務執行社員 　
指定有限責任社員

公認会計士 湯浅　信好 ㊞
　

業務執行社員 　
　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の

状況」に掲げられている株式会社しんきん情報システムセンターの平成24年４月１日から平成25年

３月31日までの第29期事業年度の中間会計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に

係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書、中間

キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

　
中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て中間財務諸表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制

を整備及び運用することが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に

対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間

監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体と

して中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がない

かどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中間監査を

実施することを求めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査

と比べて監査手続の一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断

により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続

等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、

内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に

際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表

示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方

法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれ

る。

当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断して

いる。
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中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表

の作成基準に準拠して、株式会社しんきん情報システムセンターの平成24年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）の経

営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

　
以　　上

　
 

（注）１．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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